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当該分野における共同利用の円滑な推進のために、各観測所の方針や今後の
方向性などについて、各種小委員会を活用しながら、大局的かつ長期的見地か
ら審議し、答申をまとめる。 

1. 国立天文台として進める電波天文分野の次期大型・中型計画について、優
先順位も含めて審議し、今後10年を見据えた国立天文台の電波分野にお
けるロードマップ案を作成する。 

2. ALMAについては、欧米に伍する研究成果の創出を目標に、研究プロモー
ション（地域センターやASTE の役割、多波長との連携等）の進め方について
審議する。ALMA地域センターについては、2012-2013年度で審議した結果
に対するフォローアップを行う。 

3. SKAについては、理論分野も巻き込んで科学目標の実現可能性について詳
細な検討を行い、電波天文専門委員会として、SKAを国立天文台の電波分
野次期大型計画として推すかどうかを検討する。 

4. 水沢VLBI 観測所については、VERAの観測が2022年3月に終了することを
想定し、同観測所の将来についての議論を行い、答申にまとめる。 

5. 野辺山宇宙電波観測所については、デコミッションを含む将来の方向性に
ついて議論を行い、答申にまとめる。 

6. 電波分野における海外からの協力依頼（CCAT等）について審議する。 
 

 



電波専門委員会の役割 

• 共同利用観測プログラムの承認 

– ALMAは報告 

–野辺山45m,ASTE,（Mopra),VERA,KaVAは承認 

• 各観測所・プロジェクトの進捗の報告と議論 

• 将来計画の議論 





第2回（２０１４年１０月２０日）  
• ALMA小委員会（JSAC：Japan alma Science Advisary 

Committee)の所掌に野辺山宇宙電波観測所も入
れることを了承 

• 各レビュー委員会（ALMA,野辺山、水沢）の進捗 

• 将来計画の進捗について 
– 南極サブミリ、Litebird,SKA 

– 日本SKAコンソーシアが、サイエンスブックを作成 

• 共同研究の打診について 
– CCAT： 国立天文台として概算要求はできないが、オブ
ザーバを派遣 

– CARMA,LLAMAなどの必要人員の検討など 



第3回（２０１４年１２月２６日） 

• 各観測所進捗報告 

• 共同利用に関する方針の承認 

– ALMA,ASTE,Mopra  特にMopraは2015年で終了 

• 各小委員会報告 

– 共同利用レフリー結果（ALMA,野辺山、VERA,KaVA) 

• 各レビュー委員会の方針の確認 

• 月惑星研究の長期ビジョンの検討会の状況 

• 南極・Litebird・SKAの進捗 

 

 



第4回（２０１５年０５月１５日） 

• 各観測所進捗報告 
• 共同利用に関する方針の承認 

– 野辺山45m 

• 各小委員会報告 
– 共同利用レフリー結果（Mopra, ASTE) 

• 各レビュー委員会の内容の確認 
• CCAT・南極・Litebird・SKA等の進捗 
• 周波数小委員会 

– 準天頂衛星との2GHｚ帯の共用について、衛星軌道
情報の提供を受けることで可能 
 
 



2014-2015年度期 水沢VLBIレビュー 
• 水沢VLBI観測所の将来計画について審議未了のために、プロジェクトからの
提案をレビューする委員会を組織する 
 

•VERA に関する2010-2011年度で審議した結果に対するフォロー
アップ 
•VERAの現状と達成度、そして今後の改善計画 
•KaVA の現状と達成度、そして今後の改善計画 
•大学連携VLBI ネットワークの現状と達成度、そして今後の改善計
画 
•東アジアVLBI ネットワークの現状と達成度、そして今後の改善計
画 
•水沢VLBI観測所の将来（mm-VLBI、space-VLBI、SKAなど。）充実し
た科学成果を生むために、他のプロジェクトとの競合や連携を考慮
した戦略的な科学目標の設定とその達成に必要な運用形態に対
しての改善点を上記の改善計画の中に、しっかりと組み込むこと。 

 
 


